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球環譚きゅうかんたん　　花晶奇譚かしょうきたんシリーズ

月夜堂








	作品は完全なフィクションです。

	モデルとなる特定の人物、場所はありません。

	薬品も架空のものです。

	疾患も典型的な病型とは違うように記載しています。

	ご理解の上、ご了承下さい。
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１


「巴ともえ先生、巴先生！　どーこでーすかー？」

「……ここ」

　デスク回りにうずたかく積み上げられた書籍のてっぺんから指先だけがヒラヒラと出ていた。

「杏果あんか村の診療所からメール来てます」

　研究員の宇野が知らせると、要塞のようなデスクから巴が出てきた。空のマグカップとサーモボトルを持っている。

「全然メールチェックされてなかったでしょう」

「……一日一回くらいは見る」

「巴先生の一日は長いですねえ」

　嫌みにもならない軽口で宇野は研究室共用のモニタでメールを開いて見せた。

「あー……」

　読みながら唸った巴に、宇野は「すぐ行かれますか？」と訊いた。

「はい、行きます。構わない？」

「困るって言っても行かれるでしょう」

「まあ、そうなんだけど。宇野くん、いつも怒るのに」

「もう慣れたんですよ」

「……違うな。なに、僕が邪魔？」

　宇野は巴のマグカップとボトルを取って実験用の流し台で洗い始めた。確かに宇野がこの研究所に来て三年、巴のもとで研究をしているのに、肝心の巴は杏果あんか村からメールが来るたびに姿を消すのだ。

「今度は僕も行きます」

「えっ、や……いやいや、君はここで仕事してください」

「僕もフィールドワークしたいんです」

　Ｚ医大付属公衆衛生研究所はＺ医大から少し離れた郊外に位置しており、幅広く公衆衛生に携わる研究者を抱えている。巴は感染症が専門の医師で、普段は各地の山村部に出向いて調査をしている。

　同じ県とはいえ、かなりの奥地にある杏果村までは二時間以上かかる。そのうち半分は山道だ。冬になれば雪に埋もれる限界集落のような場所だが、意外にも若い住人も多く、子どもも近隣の過疎地よりは多い。小さいながらもＺ大学附属の診療所が開設されており、いざというときはドクターヘリが田んぼに降りるようになっている。

「だめだよ。巴先生は俺と一緒に行くんだから」

「いっつも言うけど、幾何キカちゃんは補助員なのに何で毎回毎回同行なんだよ」

　後ろから現れた青年に宇野が不服そうに言った。

「だって俺が一番巴先生の役に立つから。俺じゃないとダメだから」

「その通り。幾何、さっさと準備してこい。宇野は吉野先生から頼まれた同定結果出してこい」

　赤いショートヘアの女性が隅のデスクから声を上げた。

「吉野先生の分はもう結果出してメールしました。薪まき先生、僕も……」

「ダメだ。おまえが抜けるとこっちが手薄になる。宇野はここに必要だ」

「え、そうですかぁ？　薪先生にそう言われると……なんて騙されません。全然心がこもってないです」

「込めてないからな。そんなにフィールドワークに出たいんならＷ川の魚の大量死、和田チームの応援に行ってこい」

「嫌です。僕は巴先生の仕事を手伝いたいんです！　……って、あれ？　巴先生は！」

　宇野が窓から覗くと、巴と幾何が門へ向かうのが見えた。

「早っ！　薪先生、なんで幾何ちゃんばっかりなんですか」

「ちょこまか小回りが利くからな」

「そんな理由ですか！」

「巴先生は以前、杏果村の診療所にいらした。幾何はその頃から手伝ってる。あの村のことは幾何が熟知してる」

　薪はピペットを扱いながら言った。

「え、そうだったんですか……。ん？　幾何ちゃんって僕より年下ですよね？　巴先生が診療所にいらしたのっていつですか」

「さあ。宇野は幾つだ」

「三十になりました」

　幾何はその数十倍だ、と心の中で呟いて薪は新しいスピッツグラスを取った。

「杏果村だって車で行けばいいのに」

「幾何が酔う。あそこへは電車の方が早い」

「電車だって終点からバスで一時間以上でしょう。バスに乗るなら一緒じゃないですか」

「知らん。巴先生がそれでいいなら良いだろう」

「僕なら……」

「宇野の手が必要なら巴先生はおまえを連れて行く。今回は幾何が役に立つと判断された」

「それ、慰めてくれてるんですか？」

　薪はもう自分の仕事に集中していた。彼女の実験の邪魔をすると、後々面倒なことになるのは宇野も学習している。彼は仕方なく自分の仕事に戻った。


２


　もう三十年以上前のことになる。

　まだ医師として足を踏み出したばかりの新人だった巴は、総合医を目指して内科の医局に所属し、杏果村の診療所に交替で勤務していた。三ヶ月すると一度大学に戻って研鑽を積んでまた三ヶ月後に診療所で働いた。交通の不便な山奥の小さな診療所、数少ないスタッフであらゆる症例に対処しなければならない。若い巴は意欲に燃え、誰よりも勉強して腕を磨いた。

　あるとき、風邪の症状を訴えてきた患者が訪れた。巴も上気道感染と胃腸炎だろうと判断したが、患者は治らなかった。次の日から同様の患者が数人ずつ増えていった。細菌性のものかウイルスか。検査をしてもわからなかった。血液検査の結果はどの患者も全くの正常値だったのだ。こんなに症状が出ているのに、血液検査では白血球数すら増えていなかった。このような症例は聞いたこともない。巴は大学に応援を求めたが、折からの悪天候で途中の山道で土砂崩れが起こり、村が孤立した。まだインターネットのない時代、電話線が切れると通信手段も途絶えた。

　村の消防団の団員たちも病気にかかって寝込んでいたため、土砂崩れによるけが人がほとんどいなかったのが救いだったが、同時に復旧作業をする人員もいなかった。村役場から避難所をどうするか診療所に相談があった。道路が使えないだけで家屋に被害がなく、井戸があり、それぞれの作物で食料に問題がないことから、巴は避難所の開設を押しとどめた。一カ所に人を集めて原因不明の病気がこれ以上広まるのを防ぐためだった。

　病院スタッフや役場、保健所の人たちと手分けして村を回っていた巴は、村の北端で花の栽培をしている雪ゆき留どめの家を訪問した。年老いた男が孫息子を育てながら三つのハウスを管理して花を育てている。

　雪留老人は菊の花を一本切って巴に渡した。

「そうなんですか。これ、球体なんですね。こんな変わった形の菊は初めて見ました。香りも強い。へえ……」

「これはピンポンマムという品種をさらに儂が孫のために改良した。それは置いて……何十年か前にも今のような病気が村中に広がったことがある」

「村中に広がったなら保健所の記録にあると思うんですけど、調べた限りでは載ってなかったと思います」

「そういう病気じゃないからな。細菌やウイルス感染によるものじゃない。血液検査でなにも出なかっただろう？」

　農学に長けているのは分かるが、人間の医者は自分だと巴は思った。少なからず表情にも出た様子に雪留老人は皺の多い目で笑い、ポットから急須に湯を注いだ。まだ幼稚園くらいの孫息子が小さな手で急須から湯呑みに分けて、「どーじょ」と巴に手渡した。

「ありがとう」巴は子どもに微笑んだ。

「まあ召し上がれ。巴先生も連日かけずり回っておられてお疲れだろう。うちの花で淹れた茶です」

「いただきます」

　ほんのり甘くてまろやかな味と鼻に抜ける清涼感が心地よい。一口、二口と巴は味わった。

　花の香りの茶が身体に染み渡る。ここしばらく緊迫した状態で息つく暇もなく食事も睡眠もまともに取れずに行動してきた巴は、思わず目を閉じて息をついた。

　雪留老人が穏やかに語りはじめた。曰く、この世にはすべての物に神が宿り、森羅万象をそれぞれの神々が司っている、そしてその神の下にはそれぞれの仙人がおり、彼らが仕者を使って場を治めている。科学者である巴には信じがたい話だろうが、真実であること。そして、神が在れば魔も在る、その魔のなかでも病の魔が現在この村に蔓延しているものの正体だということ。

「巴先生の学んでこられた医学で症状をどうにかできるものではない」

「……信じてしまいそうになりました。幻想的な物語は好きですが、いまは現実を直視しないといけないんで」

「わしもそうだ。農学と化学を修めて学位も持ってる。現実を見る目はまだ曇っていない自信はある」

　雪留老人は鋭い眼差しで巴の視線を射た。

「仮にそのお話が本当だとしたら、私は何をしても意味がないということですか」

「いや、この魔を封じることができるのは巴先生だ」

「魔を封じる。私が？　何を持ってそんな」

「いま、その花を持ち、茶を飲んで、儂の話を聞けたから」

「失礼ながら本気でおっしゃってます？」

　巴が訝しげに聞いた途端、急に足元が崩れ、身体ごと落ちる感覚があり、靄もやの中に放り出された。

「うわっ！　……落ちた？」

　転んだわけではないので、どこにも痛みはない。身体に異常がないと分かると、この周りの異常さに気がついた。

「なんだこれ、水蒸気？」

　一面の靄もやで視界がなかった。足元も周囲も分からない状況でやみくもに手を振り回すと何かに当たって怪我しないとも限らない。巴は何か音が聞こえないか耳を澄ました。

　一瞬だったのかもしれないし、何時間か経っていたのかもしれない。五感すべてが巴の支配下から離れていた。身体の中に直接響く声だけがあった。

「……ひいじいちゃん」

　巴の曾祖父は巴が小学生の頃まで健在だった。百歳は超えていたと思う。巴は曾祖父が好きでいつもそばにいた。曾祖父は二人だけの時にいつも「秘密の」振り付け付きの歌をいつも教え、巴はそれを素直に覚えて曾祖父と一緒の時だけに披露して笑い転げていた。その時の歌が巴の全身に響いていた。

「ああ……そうか……。あれが魔を封じる言葉、魔を封じるための仕草だったのか」

　てっきり外国語の歌だと思っていたが、今ははっきり分かる。呪文のような言葉は魔にとどめを刺すもので、踊りだと思っていたのは印を結んでいたのだ。その意味、その使い方がしっかり頭の中で結論づけられたとき、巴は自分の役目を理解した。

　また強い香りを感じると同時に、靄が晴れた。







　目を開けて頭を一回ぶるっと振った巴は、「おかえりなしゃい」と子どもの声に迎えられた。雪留の孫息子、和信だ。小さな手で巴の指をぎゅっと掴んでいた。

「あ、ああ……」

「どーじょ」回らぬ舌で湯呑みを差し出した。

　無色だったので白湯かと口に含むと、少し苦みがあるが優しい香りが喉に滑り落ちた。けして嫌な苦みではなく、すっきりと目が覚めた。

「おじいさんは？」

「おはなのところ。こっちだよ」

　幼児に手を引かれ、巴は花の栽培ハウスに入った。

「戻られましたか」

「……何が現実か、分からなくなりました」

「儂も未だに分からんものです。ただ、真実だと信じています」

「さっき曾祖父に会いました」

「そうですか。儂は魔に抗する力を持っておらんのでね。せいぜいがいろいろな仕者さまたちの連絡役ですな。特に医の仙さまの仕者さま方は花の香りを好まれる」

「だから、私に花を」

「花を渡して茶を出したらわかると医の仙さまの仕者さまに言われておりました。魔を封じる力を持つ先生がお見えになるのは知っておりましたが、それがいつでどういう方なのかは今日まで分かりませんでした」

「はあ……。私にその力があるとしても、どうすれば良いんでしょうね」

　巴は混乱した頭で聞いた。

「まず魔を見ることだ」

　精悍な青年が背後に現れた。小さな和信を抱っこしている。

「はい？」

　雪留老人が深く頭を下げた。

「医の仙の仕者さま、寒竹かんだけさまです」

「はあ……」

　巴は軽く会釈した。

「巴文紀ふみのりの子どもか」

「曾孫の寿紀ひさのりです。文紀は曾祖父です」

「ほお、もう三代目か。文紀は良い使い手だった」

「あのー。いまひとつ状況が分からないので、申し訳ございませんがご説明いただけますでしょうか」

　寒竹かんだけは子どもを下ろし、その手を巴の肩に置いた。

「おまえは病の魔を封じれば良い」

「病の魔……」

「そうだ。おまえの力は病の魔を封じるものだ。そのほかの魔には太刀打ちできぬし、する必要もない」

「先ほど、見える魔も見えない魔もあると曾祖父の声がしました。それは私に分かるのでしょうか」

「わかる。いま、この地に蔓延はびこるのは最もよく現れる病の魔だ。それはこの国のあちこちに現れる。おまえの他にも力の使い手はいて、それぞれの地で魔に対峙している。ほとんどがおまえと同じ人の医者だ。常はおまえのように病院だので診療をしておる」

「あ、そうなんですか。封じたあとはどうしたらいいのですか？」

「我らが始末する」

「未経験なのでぴんときませんが、そのままにして良いということですね」

「ああ。手助けする者を呼んである。その者が我らとつながっておる」

　肩に手が置かれたまま巴は話を聞いていた。言葉以外に伝わってくるものが疑問を補足していく。







「寒竹さま、俺がその役やります」

　急にひょいと男が現れた。

「なに、幾いく何ばくか。早咲そうさはどうした」

「俺の方が寒竹さまのお役に立てます」

「幾何……。帰れと言っても帰らないのだろうな」

　にっと笑う彼に、寒竹は少し呆れた様子で紹介した。

「幾いく何ばくという。魔を見つけるのが得意だ。なんなり申しつけるといい」

「はあ。えっと、巴です。よろしく」

「巴ね、わかった」

「人間界では巴先生と呼ぶこと。幾何は巴の下につくのだ」

　寒竹が言うと、幾何は一瞬不服そうな表情を浮かべたものの、すぐにそれを打ち消して肯いた。

　そっとその場を離れて花の手入れに戻った雪留老人に代わり、この一連は幼い和信だけが見守っていた。







　初めて魔を封じたあと、巴はその場で幾何の腕に倒れ込んだ。

「巴はこんな封じ方するのか！」

　魔を封じることでこんなに消耗してしまうとは人間はなんと脆いものか。幾何は巴を抱きしめた。いままでに寒竹について何度も魔の始末をやってきたが、人間が封じるさまを見るのは初めてだった。

「寒竹さまが早咲をと思われたのも無理はないな。でも、俺がこの人を……」

　仲間の中でも早咲は癒やしの力がもっとも強い。仲間の誰よりも早く寒竹のような仕者になりたいと無理に抜け駆けしてきたのだ。人間ひとり支えることができなくてどうする。

　寒竹が魔の残骸を取りに来た。

「寒竹さま、巴が……」

「ああ。巴は己の中に魔を閉じて封じる。他にもこういうやり方の者はいるが、巴は一度で仕留めるから消耗が激しい」

「俺にできることは」

　勝ち気な幾何が心配な声を出すのが珍しく、寒竹は笑みを隠した。

「とりあえずは、身体を横たえてくれないか。おまえがそんなに抱えこんだままだと何もできぬ」

　幾何は慌てながらもそっと巴を寝かせ、寒竹は彼の中から魔を取りだした。すると、幾何はまた巴を腕に抱いた。

「気に入ったのか。巴には子を成してもらいたいのだがな。まあ、いまから女性にょしょうと出会うこともあるだろう。……巴はどうもその欲は薄いようだから、幾何、邪魔をするなよ」

「邪魔ってなんですか」

「幾何。人は我らと違い、男と女でしか子を成さぬ。同じ性でしか愛し合えない者もおるが、それはそれだ。巴が系を繋いでいくには子は必要だ。わかるか」

　幾何は返事をせずに肯いた。

「だから、巴に愛する女性ができて契りを結ぶのを邪魔するな。巴が伴侶と出会うのも縁えにしの神さまが決めておられることだ。おまえが余計なことをして縁の糸が切れるようなことがあってはならぬのだ」

「……わかっております」

「おまえがいかに巴を気に入っても、深く愛しても、巴の運命を変えることはならぬ」

「我らの中には人と添い遂げる者もおります」

「幾何、おまえは人になりたいのか？　いずれ医の仙さまの仕者になりたかったのではないのか」

　そのために仲間の中で誰よりも努力してきた。厳しい修行を自らに課し、小さな仕事も全部引き受けて糧にしてきた。そして本来ならば別の者が来るはずだったここへも、強引な手を使って仲間を押しのけてきたのだ。実績を積んで医の仙や仕者に認められ、寒竹を抜くほどの仕者を目指していた。

　それを寒竹はよく知っていたからこそ、巴に惹かれている幾何を諭した。

「仕者になります」

　幾何が寒竹の目に訴えた。







　それから十年間、巴は杏果村と大学を行き来して医師として成長し、同時に幾何と組んで魔のことを学んだ。

　十一年目に巴は杏果村の診療所の常駐医師となった。村に住み、今まで以上に村の中を歩き回って、人と交流して話す中から魔についての情報や村の地形などから、ある一定の病の魔が全国に蔓延するのを食い止めるのに尽力した。

　十二年目、雪留老人が世を去った。孫の和信と巴、そして幾何が枕元で見送った。和信は花の栽培を継いでいた。彼もまた仙の仕者たちと交流できた。巴には見えない風の者、光の者たちとも話ができ、彼らのもたらす情報を巴に伝えてくれていた。

　二十年目に巴は大学に戻ることになった。新たにＺ医大付属公衆衛生研究所が作られることになり、巴は出向という形で籍を移した。どういう権力がどう動いたのかは知らないが、巴が魔と関わっていることを知っている者の配慮で、かなりの自由が与えられ、巴は魔と向き合うことが増えていった。実際、その頃から魔の質たちも変化が見られるようになった。その数年前から西の地方である病院を拠点にして魔に向かう医師のネットワークができるようになっていた。巴もその地へ何度か足を運び、ネットワークの中心人物、須賀史彦医師と医の仙の仕者、花晶かしょうと協力体制を整えていた。

　この世には風や光や水、火など自然界の精の系を繋ぐ者が存在する。その自覚がある者もいれば、まったく気がつかないまま一生を終える者もいる。現在、巴の研究室にいる薪まきは火の者の系で、彼女はそれを知っている。巴のように魔を封じる能力はないが、巴以上の天性の感覚で研究以外の仕事も支えている。

　巴は現在も独身だが、浮いた話がなかったわけではない。それなりに好意を寄せられることも、寄せることもあった。が、寒竹が釘を刺したにもかかわらず幾何が邪魔をした。元々、性に対して淡泊な巴は相手がいないならそれで構わないと仕事に打ちこんできた。それでもたまに衝動があるときには、知っているかのように幾何がベッドに潜り込んでくる。お互いに精を注ぎ合うことで内を満たすのだった。


３


　巴と幾何は無人駅で電車を降りた。ここから杏果村までバスで一時間かかるが、バスに乗るのは巴だけだ。幾何は巴を見送ると自分も村へ向かった。幾何は人ではないから、なにも電車に乗って移動する必要もないのだが、単に彼は電車が好きだった。

　巴がバスに揺られている間に、幾何は村の外れ、雪ゆき留どめの家に行った。

「幾いく何ばくさま、いらっしゃいませ」

　出迎えたのは雪留和信だ。

「うん。寒竹さまは？」

「しばらくお見えになってません」

「え？　そうか……。ここは変わりないか？　魔が出たんだろ？」

「えっ、そうなんですか？　いえ、私はなにも聞いていません」

「診療所から連絡があった。巴がもうすぐ来る」

　雪留は幾何の好きな菊茶を淹れた。

「診療所が知ってて、おまえが知らなくて、寒竹さまが来られてない。なんか変じゃないか？」

「そうですか？　私は何でも知っているわけではございませんし、もしかしたら寒竹さまや他の仕者さまも先に動いてらっしゃるのでは」

「……かなあ。診療所に行く」

　幾何は湯呑みをくいっと飲み干し、「うまかった」と言うと同時に姿を消した。

　雪留は少し不安を覚えた。本当に寒竹も他の仙の仕者たちもここしばらく来ていない。診療所で確認され、巴が呼ばれるほどの魔が出ているのなら、ここへも何らかの知らせがあるのが常だったし、そんな時ほど仙の仕者や幾何のような下の者が気配を見せるものだ。それが全くないというのも妙な話だと思った。

　ザクザクと砂利を踏む音がした。

「和さん、いるか」

「はい、ここです。室むろさん？」

「おう、おまえは大丈夫だったか」

　大柄な室は、雪留の顔を見るとほっと息をついた。

「こんな時に電話も出ないから」

「え？　あ、あれ？　バッテリーは……大丈夫なんですけど」

　スマートフォンを確認して雪留は謝った。

「家電にもかけた。留守電にもなってなかった」

「えっ、そっちは必ず……注文も入るし」

　慌ててハウスの壁掛け電話に駆け寄り受話器を取り上げると、無音だった。

「何にも音が……これも電源？　いや、そんなはずは……。これは子機だから、親機をみます」

「ファクスはどうだ。ネットは大丈夫か」

　二人は母屋に向かった。

　事務室にしている部屋のドアを開けて、雪留は絶句した。

「うわー……マジか」

　室が呟いた。部屋の片隅が真っ黒に見えた。業務用ファクスの感熱紙ロールが黒く感光して、とぐろを巻くようにすべて排出されていた。電話も電源は入っているが受話器を持ち上げても音がしない。パソコンも起動はしているが、インターネットには繋がらない状態だ。

「電話関係のケーブルは繋がってるな」

「ええ、ルーターもエラーはなさそうです。点滅もしてないし、色も正常です」

「……ってことはアレか。魔か」

「わかりません……」

「いや、魔だ。あ！　そもそもそれで来たんだ俺は。村で魔が出た」

「僕はなにも聞いていません。先ほど幾何さまがおいでになったのですけど、他の仕者さまはどなたもいらっしゃってませんし」

「マジか！」

「室さんのところは？」

　雪留の家は杏果村の最北端、室の家は最南端に位置しており、それぞれ門の役目を果たしており、魔が外の村に出ないように仙の仕者によって結界が張られている。雪留と違って室自身は仕者を見ることもできない。そもそも室はこの村と全く関係のない土地の出身だった。彼は陶芸家で、妻が出奔したため離婚してこの地に流れてきた。現在居を構える南の山には良質な粘土が豊富だと同じく陶芸家の父親から聞いていたためだ。

「寒竹さまの言いつけ通り窯の火も落としてないから俺のところは大丈夫だ。っていうか、おまえが知らないってどういうことだ」

「僕が何でも知っているわけではないです。むしろ、知らないことの方が多いです。ですが……この状況はおかしいです」

　真っ黒の帯のような感熱ロールを手繰りながら雪留は考えた。

「幾何さまがいらしたのに、なにもおっしゃらなかった……。あの方は魔を見つけることに秀でておられます。これが魔のせいなら絶対にそのままにはされません」

「そうか。俺にはその辺が分からん。魔じゃないなら泥棒か？　駐在さん呼ぶか。いや、あの駐在さんで分かるかな」

　村の駐在所の警官は定年間近で、人は良いがこういう事態に対応できるとは思えない。そもそもこの村は山に囲まれ、隣村からの出入り口は一本道しかない。何かの犯人が逃げ込んできても、山越えをする道はなく、村の入口を張っていれば必ず捕まるのだった。そのうえ北と南の端には雪留と室の家があり、仙の仕者たちが結界を張っている。人間による事件らしい事件は起きない村の駐在に、この状況を伝えて何とかなるとは思えなかった。

「なにか無くなってるものはないか？　金目の物は大丈夫か？」

「現金は置いていませんから。ちょっと家の中を見てきます」

　雪留は仏間や寝室を回ったが特に変わった様子はなかった。家屋の書類などは銀行の金庫に預けてあるし、祖父が亡くなる前に古いがらくたはすべて処分したから、家の中は本当になにもない。

　裏庭も一回りしてみたが、特に異常はないように思えた。が、庭の隅にある井戸に目をやった瞬間、全身が総毛立った。

「……和さん？　どこだ？　おーい！」

　室の声が聞こえ、雪留はハッと我に返った。

「仏間の縁側にいます。でもこの部屋に入らないでください！」

「どうした」

「……何かがおかしいです。すみません、診療所に電話して幾何さまを！」

「ここ、さっきから圏外。電話が通じない。一緒に行こう」

「いえ。僕がここから動いたらいけない気がします。っていうか、動けません」

「はあ？」

「この家はどこよりも結界が強い場所ですが、僕がいま動いたら何かのバランスが崩れそうな気がします。早く！　早く行ってください！」

　室が走り去ったあと、雪留はゆっくりと身体を動かして井戸に向いた。

　杏果村はまだ井戸水を引いている家が多い。雪留の家も同じだ。しかし、この裏庭の井戸だけは水脈が違うと聞いている。雪留の祖父に大事にするよう言い含められており、盛塩は欠かさないようにしているが、いま、その塩が崩れていた。

「大丈夫……だいじょうぶ」

　ここは結界で守られている。ゾクゾクと鳥肌を立たせながら雪留は自分に言い聞かせた。







「ごめんください。雪留さん、勝手に失礼します」

　少しトーンの高い若い女性の声がした。

「診療所の看護師の流香るかです」

「流香さん？　こっちに来たら危ないです」

「奥ですね。私なら大丈夫です。お邪魔します」

　流香が襖を開けた。

「わ……っ、変な気がありますね」

　流香は雪留の横を通り、ポケットから塩を出して盛塩を直した。

「……ありがとうございます。ああ、鳥肌が治まった。いままでぞわぞわして……」

　雪留が腕をこすると、流香はちらりと彼の手首を見た。

「やっぱり魔ですか」

「ええ」

「さっき幾何さまがいらしたときには何もおっしゃらなかったし、僕もこの庭に来て初めてゾッとしたんです」

「そうなんですか？　こんなに魔の気が漂っているのに」

　流香が井戸に手をかざした。

「あら？　井戸からじゃないのかしら。どこかしら……」

　探すように空くうに視線をやった。彼女の目は独特で、光を受けていなくても輝いている。

「流香さんも危険です。診療所にお戻りを」

「ご心配なく。私は訓練を受けています」

　流香が卒業した看護学校は、いろいろな特殊能力を持った者たちが集められた学校だ。生徒達は一般的な看護師としてだけでなく、魔を封じる医師を補佐する訓練を受け、全国に散らばっている。彼女は卒業後、杏果村に配属され、本来は巴医師と組むはずだった。

「雪留さんには私のことをお話しておいたほうがいいかもしれませんね」

　流香は井戸を気にしながら縁側に座った。

「私は……私の内なかに魔がいます。かなり力の強い方でないと見えないのですが、いま私のこの手は透けた紫になっています」

　七分袖のブラウスから出た腕は白くなめらかな女性のもので、雪留はちょっと見惚れた。「魔がついた者がナースなんて、あってはならないんですけど。医の仙の仕者さまたちにお許しをいただいて、私は魔を内にいれたままです」

「充分に御していらっしゃるように見えますよ」

　雪留の言葉に、流香が少し目を見開いたので、色の薄い瞳がキラキラと光った。

「そうですね。今のところは。この先どうなるかは分かりません。雪留さん、もし、私が……私の魔が暴走したら、容赦なく対応してください」

「僕にはなんの力もありません」

「仕者さまに、巴先生に、私ごと封じるようにお伝えください」

「そんなこと……」

「私がそう言っていたとお伝えいただけるだけで構いません。仕者さまはともかく、巴先生には私の意思が伝われば、封じてくださるはずです」

「でしょうね」

　流香は杏果村に来てまだ二年に満たないが、折々に花のハウスを見に来たりしている。それはここの結界を確認するためでもあったが、そのひとときは、看護師として忙しい流香にとって心落ち着く時間で、雪留にも若い女性とお茶ができる機会であった。少しずつ色々な話をしてきたが、彼女が自分のプライベートな秘密を打ち明けるのは初めてだった。

「……そうか……僕以外にこんな話、できないですよね……」

「ええ。雪留さんしかお分かりいただけないし、実行もしていただけません」

「実行」

「はい」

　彼女の絹糸のような黒髪がさらりと風になびいた。

「あ……、魔の気が……」

「消えましたね」

「ええ。なんだったんでしょう」

「まさか村に行ったとか！」

「いえ……こちらに巴先生がいらしたんだと思います」

　玄関方面から砂利を走る音が聞こえた。







「和信くん、大丈夫ですか！」

　巴が飛び込んできた。

「お世話を掛けます。流香さんが来てくださって」

「そうでしたか」

　幾分ほっとした顔で巴は四方に視線を巡らせて呟いた。

「……水の魔か……？」

「だと思います」

　流香が井戸を指した。

「井戸の横の盛塩が壊されていました。気配だけだったし、もう消えたのですが、巴先生にはお分かりになるのですね」

「いや、微かな残り香みたいな感じのがあるだけ」

「それは俺も分かる。俺が来たときにはなかった。……絶対に俺が見逃すことはない」

　むくれたように幾何が言った。

「それと、ファックスの感熱ロールが全部真っ黒に感光して排紙されていまして、ネットも電話も繋がらない状態です。ケータイも。ルーターや電源の表示にエラーは出ていませんでした」

「……なにそれ。うーん、それも魔なんだろうか。僕が分かるのは病の魔だけだからなあ……。この水の魔らしきものもよく分からない」

　ふっと幾何が消えた。

「水呼すいこさまにお知らせに行かれたのだと思います」

　流香が誰にともなく言った。

　水呼も寒竹かんだけと同じ医の仙の仕者だ。幾何は自分が感づけなかったのが悔しかったのだろうと巴は察した。

「病の魔が出たのはいつなんでしょう。僕はさっきまで何も知りませんでした」

　雪留が巴に聞いた。

「えっ、そうなの？　和信くんが知らないってなに。そんなこと今までなかったでしょう」

「仕者さま方も、そのお使いの方もどなたもいらっしゃってません」

「……やっぱり変だな。病の魔も出てるんだけど、いつもとパターン違う。まあ、魔に関してパターンなんて無いも同然なんだけど、病状が軽くて広範囲。命に関わる症状はいまのところ出てない」

　でも、これは今だけかもしれず、今後、重症化する可能性もあると巴は続けた。

「ざっと村を見てたんだけど、魔の気配が薄いんだけど、広がりはあるんですよ」

　そこへ室も入ってきた。この家の外周を見回ってきたという。

「室さんの家の付近はどうでした？」

「うちの方は何の変化もありません。まあ、俺は何にも感じられないからアテにはなりません」

「周囲のお宅はおかわりありませんでしたか」

「ああ、下の畑でばあさんたちが作業してたから、大丈夫だと思います」

「念のため窯の火は保ってください」

　陶芸家の室は作品を焼かない日も一つの窯の火種は絶やさない。結界と共に火の一族が守りについているのだ。

「了解です」

「ここは大丈夫だから、火を見に戻ってください」

　雪留の言葉に室は首を振った。

「明らかにおかしいんだろ。帰れるか」

　室が雪留の後ろに立ったので、隣に座っていた流香はそっと空けて巴の横に移った。室は当たり前のように雪留の横に陣取った。

「ここ、もう一つ井戸があるんだよね」

　巴がさもいま思いついたように言った。

「はい。ハウスの横に」

「ちょっと流香くん見に行ってくれる？　和信くん、案内お願いします」

　二人は同時に返事して連れ立って部屋を出た。室の少し不満のある表情を巴は見逃さなかった。







「室さん、すごくプライベートなことをデリカシーなく聞いちゃうけど、室さんはゲイ？」

「え、や、なにおっしゃってるんですか。俺、嫁がいたのご存じじゃないですか」

「失礼、バイなの？」

「巴先生！」

「別にセクシャリティを問題にしてるんじゃないんです。室さん、和信くんのこと好きでしょう。ああ……もしかしたらもう身体の関係もあるのかな」

「は？　や、そんな」

　分かりやすい狼狽ぶりが室の素直さを表している。

「誰を愛したっていいんですよ。ただ嫉妬は外に出さないようにしようか。辛くって苦しくって腹が立って……もがいてしまう。すごいストレスで身体も心もおかしくなっちゃうけど」

「巴先生？」

「実行に移しちゃうの、よくないよ？」

　室の表情が消えた。

「なんで……」

「ファックスにWi-Fiの障害？　このご時世、ひょっとしたらＩＴに詳しい魔だって出てくるだろうけどねえ。神さま方はもっとこう……なんていうか、自然に密着した方々なんだと僕は思う。お会いしたことはないけどね。それに魔なら、そんな細かい芸しませんよ」

「……」

「流香くん、カワイイよね。美人さんだし、仕事もできる。彼を彼女に取られると思った？」

　室は視線を逸らせたままだ。

「もう、取られた」

「へえ……流香くんやるなあ」

「……違う。彼女は何も。和さんの心が彼女に向いてるんです」

　先月、いつものように夜を共にしようとしたら、拒まれた。キスさえも許してもらえなかった。そんなことは今までなかった。付き合い始めてから彼を誘って拒否されたことは一度もなかったのに。二ヶ月前、彼の視線が流香を追っていることに気づいたが、身体で自分の方を向かせた。妻にも感じたことのない未知の感覚で毎回どうしようもないほど欲情した。男との経験は彼としかないから、女以上に彼の身体を丁寧に愛して頂上に導いていた。快楽を分かち合うことで繋がっていられると信じていた。だが、彼は「今日はやめよう」と背を向けたのだ。

　見透かしているだろう巴に、このような話は打ち明けられない。室は口を噤んだ。

「流香くんと取り合いしたわけじゃないんだね」

「そんなことできませんよ」

「まあ、そうだろうね。くだらない嫉妬して小細工するくらいだもんね」

「くだらない？」

「ああ、そうです。くだらない。室さん、どうしたの？　そんな人じゃないでしょう」

「…………」

　言い返せない室に巴は続けた。

「魔じゃないよね。ある意味、魔なのかなあ。どうしようもないくらい、自分の気持ちのやり場がなかったんですよね」

　巴はポンと室の肩に手を置いた。

「アピールの方向転換したら？　魔に便乗しないように。って、本音言っちゃうと、いま、ただでさえ村で病の魔が出てるから僕としてもややこしいの困るんですよ」

「……すみません」

　情けない思いで頭を下げた室は、肩に置かれた巴の手に力が入るのを感じ、目だけで巴を伺うと、いつになく険しい顔があった。

「そのまま。ゆっくり、でも急いでここを出て。和信くんと流香さん連れて診療所に行ってください。二人とも流香さんから離れないように」

「えっ」

「彼女が守ってくれます」

　さあ、と背中を押された。何気なく足元を見たら、さっきまでちゃんとしていた井戸の前の盛塩が崩れていた。室自身はなにも感じなかったが、巴には何かが見えているらしい。

「早く！」小声で巴が急かした。

「病の魔……じゃないよなあ。やっぱり水の魔っぽい？」

　盛塩がざらざらと崩れ、みるみるうちに平坦になった。巴は髪の毛が逆立つほどの戦慄を感じていた。

「井戸から出ちゃったか……ああ、でも結界があるから外には行けないんだな。この気、なんだ？　っていうか、幾何、どこだ！」

　効くのかどうかわからぬまま、巴は印を結んで耐えた。この魔の気配と病の魔と関係あるのか、もし連動していたらどう対処するのがベストなのか。色々なパターンを想定して考えた。病の魔が出ているのに、雪留に知らせがなく、寒竹たち医の仙の仕者も来ていないというのはいままでに全くなかった。これも巴には解せなかった。


４


「我らが入れぬとはどういうことだ」

「この結界、だれが結んだ」

　医の仙の仕者、寒竹かんだけと水呼すいこが杏果村の上で言い合っていた。

「幾いく何ばく、おまえはどうやって来た」

　同じく幾何も結界に邪魔されて村に入れなくなっていた。

「さっきは出入りできました。……もしかして電車で来たから？」

「馬鹿な。出るのは出られたのだな？」

　何の抵抗もなく出られたと幾何は答えた。

「山の反対側から水脈を伝って行けないか」

　寒竹の提案に水呼はすぐには肯かなかった。

「先ほどから探しているのだがこの山の神さまが見当たらぬのだ」

「山神さまの集いにでも行かれたか」

「水の仙の仕者も見当たらぬ。雪留の井戸は水脈が違う。そこに魔がいるというなら、仕者も行っているのだろう」

「ああ、だから結界を結び直したのか」

「おそらくそうだろうが、我らまで弾くのは気に食わん」

「いや、それほど強力なのだろう」

　寒竹と水呼が話していると、業を煮やした幾何が通りかかった風の一族をつかまえて連れてきた。

「数あま多たではないか」

「寒竹さま、水呼さま。いかがなされました」

「ちょうど良かった。我らが結んだ結界の上に水の仙の結界があって入れぬのだ」

「それはお困りでしょう。ここは杏果村でしたか。道理で魔の気が強いはずだ。中に蔓延はびこっておりました」

　風の一族は結界をものともせずどこでも通れる。時には魔と繋がることもある。

「水の者に伝えてくれぬか」

　回りくどい頼み方に幾何が焦れ、横から口を挟んだ。

「数多ぁ、俺たちを入れてくれない？」

「ああ、その方が早いな。寒竹さま、水呼さま、中で水の方々にお話をしてください」

　言うと同時に数多は結界の一部を破った。

「ここ、ご自分で閉じてくださいよ」

「ありがとう」「世話を掛けたな」仕者が言ったときにはもう風は吹き去っていた。

　二人の仕者は中に入ると、先に行こうとする幾何を止めた。

「おまえはこの結界張り直してからだ。ちゃんと水の仙に失礼のないようにな」

「えええ、ちょっとお待ちください！　俺も行きます！」

「それやってからね」

　寒竹と水呼は既にその場にいなかった。

「いっつもこうだ……」

　幾何はブツブツ呟きながら何重にも結界を張っていった。寒竹も水呼も外見は颯爽とした美しい形なりで、物腰もすっきりとしているが、特に寒竹は医の仙の仕者のなかでも武闘派の一人で、いったん戦闘形勢になると歯止めなく相手を打ちのめす。水呼も暴れ出すと幾何一人では止められない。総じて気性の荒い風の一族の数多が、先ほど逆らいもせず結界を開いたのは、理由無く彼らとぶつかるのを避けたのだった。







　幾何が寒竹を追いかけて着いたのは、杏果村の北、雪留の家だった。幾何の知らない仕者と話していた。

　それは水の仙の仕者、淙そうだった。なんとも頼りない風情で、幾何は少しがっかりした。淙は寒竹の後ろに控えた幾何に目をやった。

「幾いく何ばくさまですね。いままでご挨拶もいたしませず失礼いたしました」

「どうか幾何と呼び捨てで。こちらこそどうぞよろしくお願い申し上げます」

　幾何より位の高い仕者に頭を下げられて、幾何はそれよりも低頭しながら、頼りないと思ったのを撤回した。発せられる強い気、食えない相手だと構えた。

　裏庭の縁側で巴が倒れていた。駆け寄った幾何に淙が言った。

「水の魔を封じようとしたのだな」

「封じておりますか」

「いや、内で暴れておろう。幾何、巴の身体を押さえておけ」

　淙は霧となり巴の身体を覆った。

「……この気、水の魔だけではないな」

　水呼が呟いた。

「淙さま、病の魔も一緒にいますぞ」

　霧が密度を増したので、寒竹が巴の内に手を入れ病の魔を引きずりだして水呼に渡した。

「いかん！　流香が危ない。ここを頼む」

　言い置いて寒竹は診療所に向かった。水呼が病の魔を始末すると、淙は人の形なりに戻った。

「水の魔は」

「捕らえた。あれは……魔ではあるのだが、元は水の精でな。人にとりついておったのだ。あの井戸は浄きよい水を湛えていて、およそ魔に変じた精が近寄れるものではないはずだがどうやって入ったものやら」

「和信が狙いでしょうか」

　幾何が巴の頭を膝に載せた。

「室だ。あの精は前々から室の血筋に惹かれておってな。人にとりついて夫婦めおとにまでなりおった」

「かつて出て行った嫁というのは水の者であったか。室の血筋は火の者か」

　水呼が訊いた。

「かなり薄いが火の者だろうな。あの場所で窯を開いたから火の守りを付けたのは寒竹さまであろう」

「あの頃は……熱傷を負わす病の魔が出て……いたのです。……火をもって制すとあの場所に守りを……」

　目を閉じたまま、巴が言った。意識は回復したが身体を起こすことはまだできない。

「そうであったか」

「……水の魔に……病の魔が……交じっておりました……申し訳ありません、僕を診療所に連れて行って……ください……村に魔が……流香くんだけでは防げない……」

　水の魔が病の魔を運ぶと伝播力が強まる。

「寒竹さまが行かれてる。大丈夫だ」

　幾何が頬を撫でた。

「いや……連れて行ってくれ……」

「巴に封じさせねば意味が無かろう。どれ、水の力もたまには見せてやろう」

　淙はまた巴を霧で包んだ。巴は人なので、移動は人としての手段しか利用しないし、医の仙の仕者もさせない。それが決まりルールだったが、水呼は異を唱えなかった。







　寒竹が診療所に着いたとき、流香が雪留と室を患者と共に診療所内に入れ、一人で玄関前で魔の侵入を防いでいた。

「寒竹さまっ」

　流香の腕が紫に透き通ってまるで紫水晶のようだ。眼がいつも以上に煌めいている。彼女の中の魔が強く反応しているのだ。

「よく耐えた」

「ありがとうございます。病の魔だけではなくて」

「水の魔との複合体だ」

「そんなのあるんですか！」

　病の魔を打ち据えると、水が高圧で噴出した。

「こんなのだ」

　流香なら吹き飛んでいただろうが、寒竹は踏みとどまった。

「この水の魔、何についてここへ来てる」

「分かりません。巴先生が雪留さんと室さんを連れてここへとおっしゃったそうです」

「雪留の裏庭の井戸からだな」

「私もあのお部屋に入ったのは初めてですが、あんなに守られている雪留さんの家で魔の気を感じたのは初めてです」

　水の魔の攻撃は止むことなく、寒竹は病の魔を逃がさないようにしながら防禦した。







「お茶が入ったのに、流香さん来ないねえ」

　診療所の待合室で村の老人がのんびりと茶を淹れていた。診療所にいる医師の春見と室も一緒に血圧の話などをしているが、雪留は窓の外を気にしていた。

「和信くんもどうぞ」

　湯呑み茶碗を渡され、雪留は、いま自分の役割はこの患者たちを外の騒ぎに巻き込まないことだと無理に笑顔を作ってみせた。

「外、大変そう？」

　小声で春見医師が雪留に尋ねた。春見は常勤で魔が出たら巴に連絡する役を担っている。

「僕には魔が見えませんけど、多分……」

「そっか。じゃあ、もう少し引き留めるか。僕が巴先生みたいだったら力になれるのにね。訓練してもダメだった。ただの……って言っちゃおかしいけど、普通の病気か、病の魔によるものかだけスクリーニングできるだけ」

「そんな。魔がお分かりになるだけでもすごい能力です」

「かなあ。分かっても治療方法は持たない」

「いえ。僕も魔は見えませんし」

「まあねえ、普通に暮らすにはそれでいいんだよね」

　医師は茶に口を付けて、一瞬眉をひそめた。

「これ……ヤバい。飲んじゃダメだ。なんか魔の気がある」

　春見と雪留が茶を回収したが、飲んだ患者は眠いといってその場で寝息を立て始めた。

「どうしましょう！」

「落ち着いて。……落ち着こう」

　春見は深呼吸を一つして、まず老女の患者の聴診をしながら胸に手を当てた。

「うん、魔なのは確か。……ん？　……なんか違う。病の魔だけど、すごく弱い。本当に眠らせるだけみたい」

　医師は一人ずつ確認しては肯いて、一番若いため後回しにしていた大柄な室の胸に手を置いた。

「うわ！」

　慌てて胸の音を聞いた途端、春見は仰け反った。

「そんな……まさか……」

　春見は室の口に指を突っ込んで嘔吐反射を起こさせようとした。

「魔にまさかはありません。どうしたんですか」

　雪留が尋ねたが医師は答えなかった。嘔吐反射はあるものの、室は吐かない。

「溺れてるかと思った。そうか、違うか。違うよね。焦っちゃダメだよね。呼吸は正常だしね」

　彼はバタバタと診療室に走り、色々抱えてきた。室の指に簡易のパルスオキシメーターを挟んで数値を確認、血圧を測り、もう一度聴診した。

「見た目には呼吸も正常、血圧も正常。酸素飽和度……ってわかるかな、それも正常。でも、身体の中でゴボゴボ音立ててる。肺も水が溜まってる音がするんだ。溺れてるみたいなんだ。相当苦しいはずなんだけど……」

「眠ってるだけに見えますね」

「室さんには火の守りがついてるんですよね？」

「そう聞いています」

　やや唇の乾いた室の頬に雪留は手を添えた。

「すぐに連れて行かれることはないと思うけど、わからない」

　春見は他の患者をもう一度確認しはじめた。三人診たところで雪留に言った。

「やっぱり、室さんだけみたいだな」

　医師が患者達を診ている間、雪留は室の身体に手を置いていた。

「室さん……行かないで」

　雪留は不安で仕方がなかった。

「なにか僕にできることはありませんか」

「外に出ないこと。巴先生が絶対に来てくださる。それまで僕は彼を持ちこたえさせるから」

　お願いしますと雪留は頭を下げた。

「効き目があるかどうか自信ないけど……。ちょっと目を瞑っててくれる？」

　春見医師は印を結んで魔を抑えようとした。

「病の魔だけでも、少しは大人しくなってくれっ！」

　室はぴくりとも動かず、息をしているのかも分からないほどだった。

　雪留は室の腕を撫でた。

　祖父が亡くなってから社会生活、仕事、すべてを一人でこなしていた。同年代の友人はいるが、所帯持ちなってしまうと自然と連む機会は少なくなる。当たり前と言えばそうだが、虚無感が襲ってきた。およそ普通の人間には信じられないだろう仙の仕者たちと接する特殊な環境は、自分の中で自然なものであり、全く苦ではないが生身の人間との付き合いは別だった。そんなときに室が杏果村にやってきた。家が村の端と端に位置するため、顔を合わすことはないと思っていたら、室の方からちょくちょくやってくるようになった。何度か来ているうちに雪留の知らぬうちに医の仙の仕者、寒竹が彼に火の守りをつけたことを知った。陶芸家の室が窯を開いたことで、それが村の守りとなって魔が出た際にそこから先に行かないようにする意味があると寒竹が語った。室がすんなり仕者の存在を受け入れたのも驚きだったが、もともと何かの系を引く者だったのだろう。神や仙、仕者たち、そして魔の存在を知る者が自分以外にいることに雪留は安堵した。室は妻に逃げられたと聞いた。だから雪留は室に罠を仕掛けたのだった。一切自分からと気づかせないまま気を持たせ室に告白させた。それだけで快感を覚えた。身体を許してからは彼の欲を精一杯受け止めた。彼に与えることで自分の望む愛欲を手に入れた。このがっしりとした腕に包まれ、唇を重ねるたびにすべての不安が飛んでいった。分厚い胸に何度抱かれ彼に貫かれただろう。

「室さん……」

　雪留は室の腕をさすり続けた。室と関係を続けながら、看護師の流香を意識したのは、彼女がふとしたときに見せる表情があまりに寂しかったからだ。ハウスの中にたたずんでいる彼女は、人といるときにはしない表情を花に見せていた。何が彼女を哀しませているのかは聞かなかったが、花より儚げな様子に心が惹かれた。普段、診療所で患者に接する彼女は、病の魔に対峙する看護師としての顔も持つ。そんな時の彼女は清潔で、凛としていた。花の前に立つと、ほわっと何かが溶けたような柔らかな笑みを浮かべ、そして一人になると深いさみしさを湛えるのだった。それに気づいたときから雪留は彼女を守りたいと思った。女性にそんな感覚を持ったのは中学生以来で、ちゃんと女性にも興味のある自分にどこかしらほっとした。その気持ちは胸にしまっていたが、なにに気づいたのか室の誘いが頻繁になった。あるとき、花の出荷が重なって、疲労困憊の夜に室がやってきた。身体的に疲れ果てており、口づけされても応えられそうになかった。初めて彼に背を向けた。理由を告げたはずだが、室は少し傷ついたようだった。雪留はそれを知っていたのに、フォローしなかった。それでも、室は変わらず週に何回かは泊まっていくし、雪留は流香を気に掛けながら彼の腕の中で眠った。







「いかないで」

「連れていくわ」

　室に置いた手からいきなり雪留の中に声が響いてきた。

「彼はわたくしのもの。返してもらう」

「……魔？」

「わたくしは彼の妻。彼はわたくしのものなの」

「行かせません。室さん、行かないで」

　雪留は室の腕を掴んだ。

「だいたい、貴女は室さんを置いて出て行ったんでしょう！」

「それは……女の実体がやったこと。わたくしはずっとそばにいたかったのに」

「……生身の人間にとりついていたってことですか」

「そんな言い方しないで」

　なんとも勝手な言い分だが、この魔は室と一緒になるために人間を支配したのだった。

　そして、室と結婚していたが、人間本体の方が他の男と浮気して出奔してしまったという。ずいぶん間抜けな話を、かなり上からの物言いで魔は語った。

「何をおっしゃっても室さんはお渡ししません」

「わたくしにも情はある。おまえが彼を愛し続けて添い遂げる気なら、来世を待つつもりだった。今の彼に転生するのにおまえの時間で二百年も待ったのだから。なのに、なんだおまえは！　彼の心をもてあそんで、他の人間に目を向けるとはなにごとなの」

「もてあそんだなんて」

「彼はおまえの策に嵌まっておまえを愛した。いまこうやっている間も彼の心はおまえを慕ってるのよ。でも、もうわたくしがいるわ。わたくしだけが彼を愛していくの」

「僕も室さんを愛してる」

「うそつきね」

「うそじゃない！」

「その場しのぎの言い逃れは見苦しいわ。おまえは心底から彼を愛してない！」

　魔の言葉が心臓に突き刺さった。室を落として彼に愛されていることに満足し、愛し返していない後ろめたさを指摘されて、雪留は一瞬怯んだ。そのすきに室の身体を引っ張られる感覚があり、雪留は覆い被さってしがみついた。

「行かせない！　絶対に行かせないっ！」

　体内に物理的な衝撃が何度も加わったが、雪留は室を抱きしめて離さなかった。いま、力を緩めたら室が魔に取られてしまうと感じて必死だった。







　殴られるような感覚が止んだ気がしたが、雪留は動けず、そのまま目の前が暗くなった。

「……間に合った？」

「ギリギリだ。でも、水の魔は逃げた。まあ、どのみち巴に水の魔は扱えん」

　室から病の魔を抜いて封じた巴は息も絶え絶えだ。幾何が柔らかく彼を抱きかかえた。

「……ううう、頭がクラクラする。和信くんと室さんは……？」

「春見と流香が診てる。任せたらいい」

「寒竹さまたちは……」

「魔の始末。これもお任せすればいい。巴は休め」

「なにがどうなってるんだ。説明して」

「寒竹さまがお戻りになってからでいいだろ」

　幾何がいつになく優しく唇を塞いだ。ふわふわとした幾何の唇についばまれているうちに巴は眠りに落ちていった。


５


　水の魔と共に室を襲った病の魔は巴が封じたが、病の魔はまだ村に出ていた。小物に関しては幾何がせっせと見つけては巴が封じて回ったが、その本体は上手く隠れていた。水の魔と複合体を作るため、寒竹と水呼だけでなく水の仙の仕者、淙も一緒だった。

　診療所で春見と一緒に患者を診る合間に、巴は雪留の家を訪問した。雪留は身体の中で水の魔が暴れたので室以上にダメージを負っていた。花の仕事は雪留でないとできないため、動くのも不自由な状態でハウスに出ていた。

「すみません、その青いコンテナ取っていただけますか」

「青いの。こっち？」

「あ、大きい方です」

「了解」

　巴はコンテナを抱えてハウスの奥に向かった。

　奥の一角に球体の菊が咲いていた。

「一番奥の花、見たことがある。んー、なんだっけ……おじいさまが君のために改良された菊だよね。えーとなんだっけ、ピンポンマム」

「よくご存じですね」

「あれは栽培しないの」

「ええ。……あれは僕の花ですから」

　何か特別なものだという含みを察して巴はそれ以上は聞かなかった。

「室さんは？」

「窯の火を見に戻られました」

「そう。……あのとき、水の魔と何を話したの？」

「ご報告したとおりです」

　雪留はつぼみの付いた花苗をコンテナに移す作業を止めなかった。

「んー、そう？　その水の魔って室さんの奥さんだったんじゃないの」

「……」

「よく室さんを守ってくれたね」

「連れて行かれるのが怖かったんです」

「彼を愛してるんだ」

「……かもしれません」

　手を休めずに雪留は言った。

「せっかく手に入れたんだもんね。取られたくないよね」

「巴先生、意地悪だ」

「そう？　だってその通りでしょう」

「……そうですよ。僕は僕だけを好きでいてくれる人がほしかったんです」

「あ、素直」

「魔にはうそつきって言われました」

「なにか取引した？」

「魔とですか？　いいえ」

「本当だね？　これだけは真実を教えてください。あんなに体内から殴られて攻撃されて、何もなかった？」

「はい。殴られているうちに巴先生が助けてくださいましたから」

「信じていい？」

「はい」

「あー、嘘だ。なに取引したの？　ほらほら、言っちゃいなよ」

　巴はふざけた口調をとりつつ、真顔で言った。

「取引は持ちかけられました。でも、返事はしませんでした。本当です。返事を考えることもしませんでした。魔は僕の心も頭の中も読むでしょう。だから思い浮かべることもしませんでした。これは本当に本当です」

「で、なに言われたの」

「室さんを渡したら、流香さんを僕にくれると」

「彼女は巻き込みたくないなあ」

「絶対に」

「女性としてみてる？」

「そりゃあ、僕だって男ですから。彼女は綺麗でかわいいし、知性もあるし、尊敬できる女性です」

「室さんも欲しいし彼女も欲しい……か」

「みっともない欲を魔に突かれました」

「魔はそんなもんだ。水の魔だって室さんに執着してるんだから」

「ですかね」

　コンテナに花苗を移し終えると、雪留は軍手を外して巴の前に立った。

　巴は彼の身体を引き寄せて、二人はしばらく離れなかった。貪るような口づけはお互いの真実の気持ちをぶつけるもので、下半身の硬直をどちらもが感じながら押しつけあった。愛し合っていても、表には出さない。口にも出さない。雪留の初恋の相手で、巴の愛するただ一人の人間だ。お互いに一番深い場所に居て、けっして明かさない。

　巴は雪留の髪を撫でてから、コンテナを表に運んだ。

　診療所横の宿舎に戻ると幾何がむくれていた。

「どこ行ってたの。俺は魔を追っかけてたのに」

「僕も調べてた」

　巴の返事に幾何はまだ不機嫌な顔をしていた。

「どうしたの」

「なんか嫌だ」

　鋭いと思ったが、巴は素知らぬ顔を貫いた。人間として愛しているのは雪留だが、一生を伴にするのは人ではない幾何と決めているからだ。







「もうすぐ雨が来る」

　朝、外の見回りから帰ってきた幾何が、まだ寝床にいる巴に言った。

「おはよう。なに……雨……？」

「今日の夕方には来る」

「強い雨？」

「水の魔が暴れ出ないように淙さまが水呼さまと守りを作られてる」

　巴は布団に幾何を招いて、朝の昂ぶりに幾何の手を誘った。

「……う……それ、いい……」

　甘い吐息に、幾何は巴の茎を愛撫してやった。

　あの日から一週間経った。今回の病の魔は水の魔と複合体のためにしぶとく、巴たちも手こずっていた。




　雪留の寝間でも、室が彼の身体に分け入っていた。朝から愛し合うことは珍しいのだが、雪留の方から男をねだった。貫かれる衝撃は、魔に殴られた身体を痛めるが、その痛みが欲しかった。甘美な優しさより、強い硬さで強引に穿たれたかった。それが室と深く繋がっている証だと思った。

「すまん、痛くなかったか。身体、大丈夫か」

「ん、平気です」

　雪留は身支度を調えると室に朝食を作った。

「窯の火は大丈夫ですか？」

「これ食ったら戻る。オーダーが入ってるから」

「僕も今日は出荷でバタバタします。夜も来なくていいですよ」

「乗ったらそのままやっちゃうかも。連絡できなかったらすまん」

「仕事はちゃんとしなくちゃ」

「だよな」

　室は飯をおかわりした。







　雨の前の診療所はいつも以上に患者が来る。

「ふー。巴先生がいらっしゃらなかったら、僕は昼抜きになるところでした。いただきまーす」

　春見医師が握り飯にかぶりついた。

「僕は臨床に関してはポンコツだからなあ。まあ、雨の前はリウマチだの神経痛だのの高齢者が多いからね」

「巴先生にそんなこと言われたら、僕どうしたら良いか分かりませんよ！」

　もぐもぐと口を動かしながら春見が笑った。

「流香くんのおにぎりは旨いね」

「ありがとうございます。なめこのお味噌汁も作りましたよ」

「ああ、うれしい。僕、大好物」

　流香は料理好きで、朝に昼食分を作ってくる。

「よかった。村川さんのハウスのなめこをいただいたんです。よかったら夜に大根おろしと和えたのお持ちしましょうか」

「いいの？　是非！」

「僕も僕も！」春見が手を上げた。二人とも流香の料理のファンだ。食べた分に関してはなあなあにしないできちんと材料代含め支払うことに決めている。

「夕方からの雨、予報では強そうです」

「幾何が水呼さまと飛び回ってる。室さんの家に続く水脈には淙さまが守りをおいてらっしゃるそうだ」

「室さん、魔につかれたことは知ってても自分の奥さんだったとは気づいていないんですよね？　魔に執着されてるって言わなくていいんですか」

　春見が味噌汁の椀を持ったまま訊いた。

「どうしようもないことだから、教えなくていいと淙さまがおっしゃったんだ。正直、水の魔のことは僕たちにはわからないよ」

「ですよね……でも今回の病の魔は水と合体だったらヤバいですよね。雨で拡散しないですか」

「そのために僕たちがいる」

「私も頑張ります！」

　珍しく流香が強く言った。流香は看護学生時代に親友を魔に取られている。そのため人一倍の意欲を持ってこの診療所にいるのだった。


６


　昼過ぎには杏果村の空が曇り始めた。人々は外での農作業をやめて早めに屋内に入っていった。雪留は花の出荷を急いだ。配送トラックのドライバーと一緒にハウスからコンテナを運び出した。

「雪留さんは本当に一人でやってるんっすね」

「小さいハウスだから何とかなるんですよ」

「いやー、花のクオリティも高いし！　俺、昔は東京の花屋でバイトしてたんっすよ。結構目利きなんっすよ。この花ってフラワーアーティストのＪさんの発注っすよね。あの人に直で配送なんてすげーことっすよ！」

　今日初めて来たドライバーは手も動かすが口も休まない。挨拶からほとんど途切れず喋りっぱなしで賑やかだ。

「曇ってきましたね。峠越えのところで雨に遭うと危険です。早く積み込んでしまいましょう」

「杏峠ですか？　あそこ細くてカーブがきついっすよねえ」

「スリップしたら危ないので、ゆっくり走ってください」

「はーい、気をつけまーす！　また来ますからよろしくっす！」

「これ、お茶だけ。ここの花で作ったんです。疲れが取れますから途中でどうぞ」

「うっわ、マジっすか！　ヤバい、俺、こう見えてもハーブティー好きなんっす！　遠慮なくいただきます！」

　ドライバーはマグポットを受け取ってトラックのエンジンをかけた。雪留の花茶は仕者たちも好物で、彼らが少しずつ守りも付けている。雨で事故に遭わぬように守る願いを込めて雪留は茶を持たせた。後日、それが結果的に功を奏したことを巴が知ることとなる。







　雲が厚く、昼間だというのに夜の暗さだ。湿度の高い生ぬるい風が村に吹き渡った。

「雨、降ってないのに不気味ですね……」

　診療所の玄関先から外を確かめに出た春見が勢いよくドアを閉めた。

「ヤバい！　これ、めっちゃヤバいです！　流香くん、幾何さまと巴先生は」

「もう行かれました。魔の気配がすごいです」

　春見には見えないが、流香の腕が紫に透き通って魔に反応していた。

「春見先生、病の魔を抑えるだけ抑えてください。これで見えますか」

　流香は春見の手を握った。

「…………どっひゃー！　……流香くん、こんな技、いつの間に」

「私だってこれで見えるかどうかは分かりませんけど、なんとなく」

「魔ってこんななんだ……」

「先生がごらんになってるものと私が感じているものは多分違います」

「そうだよね、魔って見る者によって違うんだもんね。ごめん、ちょっと動揺した。でも、これで大丈夫。僕ができることをやる」

「お願いします」

　流香と春見は決意を新たにした。

　その頃、巴は水の魔と合体して湿気と共に拡散している病の魔を片っ端から封じていた。

「こんなに細かいの、らちがあかない。本体どこだ」

「あ、降ってきた」

　幾何が言うなり、大粒の雨が落ちてきた。五秒後には滝のようになり、巴と幾何は田んぼの間にある大きな木の下に避難した。

「前が見えないな」

「おい、幾何……本体、あれだ」

　一反先の田んぼ脇に大きな古井戸がある。昔は共同で使用していたが、いまは蓋をしているはずだった。そこから水が土砂降りに逆らって噴き出していたのだ。

「いくぞ」

「待って。あれは偽物だ」

　幾何が巴を止めた。

「違う。本体ならもっと強い気を持つ。こんな井戸、他にもあったか？」

「もう少し南の方に……室さんの家の傍だ！」

「先に行く」

　幾何が姿を消し、迷わず巴も走り出した。

「巴、力を貸す」

　身体が滑るように動いた。後ろから淙が巴の走りを助けていた。

「寒竹さまや水呼さまに怒られます」

「これくらい構わんだろう。医の仙さまもお許しになる」

「先日もお世話になったばかりで」

「ああ、うるさいぞ。ゴチャゴチャ言うでない。任せておれ」

　ポコンと頭をはたかれる感触があり、仙の仕者もさまざまだと巴は思った。

「……気温が高くなりました？」

「室の火の守だ」

「窯の温度を上げて水の魔を近づけないようにしてるんですか」

「そうだ」

「この雨に勝るには火力が必要でしょう。室さんを焼いてしまわないようにしてくださいね」

「室はどこぞへ出て行ったぞ。雪留のところかもしれん」

「この雨の中、行かせたんですか！」

「止める理由がない」

　水の仙の仕者はあっさりしたものだと巴は少し呆れた。

「じゃあ、火はそのままですか。火事になる！」

「幾何がやっておる」

「は？　いま彼は井戸に」

「あやつに火の守を任せたから、我がこうやっておるのではないか」

　医の仙の仕者よりも勝手だと巴は思った。幾何は仕者よりも下なので、命令は聞かなければならない。さぞかしむくれているだろう。

「おまえ、前は見えているか」

「全然。方向が合ってるかどうかも分かりません」

「巴……できる男かと思ったが」

「ああ、それ、間違いです」

　もう一度頭をポコンとやられて、巴は背中を押された。







　古井戸から勢いよく噴き出す水と、バケツをひっくり返したような雨、上下から水が攻めている構図はシュールだった。

「さっさと病の魔を封じろ」

「病の魔、本体はさすがにパワーがあります。水のパワーも加わって見えにくいです」

　水音に惑わされないよう巴は目を瞑って、心眼で魔を捕らえていった。どうにも水の魔が邪魔をしてくる。絡みつく水の魔を淙が引き剥がしていくが、複合体になると巴の力も削がれていく。それでも病の魔に対峙して、巴は中心に切り込んでいった。

「うわっ！」

　巴は水の塊からの衝撃を受けて身体ごと吹き飛ばされて井戸に落ちた。助けようとした淙を病の魔が弾いた。







「わたくしの邪魔をしないで」

　水の魔が言う。

「……室さんの奥さんですか」

「彼を返して。彼をちょうだい」

「そういうわけにもいかないでしょう」

　巴は冷静に返した。流されている感覚はあるが、ここはどこだ。雨に打たれているのか、川の流れにいるのか、ずぶ濡れになりすぎて訳が分からない。

　淙が水の魔に何かしたのだろうか、急に動きが止まり、静かになった。封じた魔のせいか、濡れているせいか身体が怠すぎて手をつくのも辛い。

「どこだ……ここ」

　相変わらず雨が強い。背後の壁を這い上がると途中から手を引っ張られた。

「巴先生！」

　雪留と室が彼を引き上げた。

　雪留家裏庭の井戸だった。巴は頭がクラクラしていたが、状況を掴んで目が覚めた。

「なんでこんなところから巴先生が」

「説明はあと。室さん、家に入って！　和信くん、しっかり戸を閉めてすぐ身体拭いて。濡れてちゃだめだ」

　言い終わる間際に、再び水の塊がぶつかってきて、巴はひっくり返った。手を伸ばした室に水がまとわりついた。

「室さん、逃げろっ！」

　巴が叫ぶと同時に雪留が水を払った。

「あなた……あなた……」

　水の魔が切なげに叫んだ。が、当の室は知らぬ顔をしている。

「聞こえてないのか」

「は？　雨の音がうるさくて。何か音しました？」

　今この会話の後ろでも魔は室を恋しく呼んでいる。巴と雪留にははっきり聞こえているのに、室は全く気づいていなかった。

「巴、彼に何をしたの！　なにゆえ彼はわたくしを無視するの！」

「知りませんよ」

　水の勢いで病の魔が隠れ、巴は豪雨の中に手を入れた。

「雪留か！　嘘つきのおまえだな！」

「あなた……ああ、あなた……かわいそうに……。騙されてるのよ……ね、一緒にいきましょう……」

　室に向かう水の魔の前に雪留が立った。

「渡しません！」

　雪留は大柄な室を縁側から座敷に突き飛ばし、ぴしゃりと戸を立てた。

「和信くん……もう少し頑張れる？」

　青白い顔の巴が聞いた。

「はい。巴先生、大丈夫ですか」

「こんな状況初めてなんでね。水のせいかもしれないけど、幾何も仕者さまもいないなんておかしい。この戸、開けちゃだめだよ」

　言うと、巴は再び水を噴きだした井戸と雨の境に突っ込んでいった。

　病の魔がその中心にいる。巴は持つ力を駆使して封じていった。水の魔が絶えず室への執着を露わにして物理的に攻撃し、身体中を殴られている感覚に何度も倒れそうになったが、負けるわけにはいかなかった。自分が攻撃されている間は、雪留と室には向かない。だから、巴は一身にそれを受けたのだった。

　病の魔が息絶えたとき、水の魔が巴への攻撃をやめた。

「おまえが……！　おまえが邪魔をするからよ……！」

　雨がガラス戸を割る勢いで吹きつけた。中では雪留が耐えている。巴は病の魔を封じて息ができないほど疲弊していたが、這いずるようにして戸の前に向かった。

「雪留……もういい。もういいわ！　あの人を渡さないなら、おまえが最も愛する人を連れて行くわ。嘘つきは真に愛する人を失えばいいのよ！」

　巴の身体が水に包まれ、強く引っ張られた。あっという間に井戸の縁に身体が押しつけられ、超えそうなところで巴は横の支柱にしがみついた。







　上空では医の仙の仕者、寒竹が水の仙の仕者、淙を打ちのめしていた。

「他の仕者を殴るとは……！　医の仙さまは躾けが悪い」

「医の仙さまは関係ないっ。己こそ人間に何をしておるのか！」

「面白いと思わぬか。愛憎などと滑稽な。見ろ、あの無様な姿を」

　淙は口を歪めて嗤った。武闘派の寒竹は容赦なく魔を打つ以上の力で淙を討った。

　雨は自然現象のゲリラ豪雨だったが、それを利用して水の魔を煽っていたのは淙だった。病の魔が複合体となっていたため、予想以上に派手な状況になったのを淙は嘲笑って愉しんでいたのだった。

　寒竹が普段見せない武闘派の顔をむき出しにしたため、水呼はその場を彼に任せ、周りで震え上がっていた淙の手下の水の精をかき集め、事態の収束に乗り出した。







「やめてください！　……やめろっ！」

　叫びながら雪留が飛び出た。裸足のまま井戸に走り巴に手を伸ばした途端、雪留の身体が水に持ち上げられた。

「そんなに好きなの……ふふ……そうよね。おまえが本当に愛してるのは巴よね……。そうだわ。巴もあの人もここへ置いていってあげる」

「え……っ？」

「おまえがわたくしと来ればいいのよ！」

　井戸から噴いていた水が急に止まったため、雪留が井戸に吸い込まれそうになった。かろうじて巴が彼の足を掴んだので、水と巴との引き合いになった。

　部屋の中にいる室には豪雨に霞んで様子がわかりにくかった。彼は我慢できずに戸を開けた。

「あなた……あなた……」

　鉄砲水のように家の中に水が流れ込んだ。

「和さんっ！」

「来るな！」

　巴が叫んだが、室は聞いていなかった。

「僕が行けば、室さんと巴先生には手を出さないんですね？」

「そうよ」

「僕が……鎮めになるんですね？」

「和信くんっ！　ダメだっ！」

  巴が足を掴む手に力を入れたが、魔を封じた直後で弱っている。

　室の身体の上に水が流れていく。

「あなた……あなた……わたくしは元気で溌剌とした爽やかなあなたが好きよ……この世界にいるあなたを愛してるの」

「巴先生、僕が行きます」

　雪留が言った瞬間、室にまとわり付いていた水が弾け散った。水呼と幾何が来たのだ。

　井戸の底に雪留が引き込まれていく。

　幾何が追いかけたが、水の壁に阻まれた。魔の通り道が塞がれたのだ。
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　病の魔を内に封じたまま水の魔に抵抗した巴は、幾何が懸命に世話をしていたが、なかなか意識を回復しなかった。やっと気がついた折、医の仙が寒竹と水呼になにがしかの罰を与えたと聞いて、巴は自分も戒めを受けるべきだと幾何に伝えたが、幾何は何も考えるなとしか言わなかった。

　室は理由が分からない状態で雪留が消えたことに納得がいかず、自暴自棄になっていた。

　雪室のハウスが豪雨と水の魔が暴れたため、壊れて花がめちゃくちゃになっていた。その中を流香が彷徨っていた。

「流香……あきらめろ」

　幾何が水に浸かってしまった花の苗を集めていた。医の仙の元に花の精の郷で育てるつもりだった。

「いいえ。どこかにあるはずです」

　流香は看護学生時代、親友を魔に取られた。雪留と同じく、仲間の身代わりとなって魔の元に行ったのだ。看護学校では、生徒一人ひとりに花が咲く木があった。親友が消えたあと、親友の木からも花が全部消えた。が、あるとき、たった一輪だけ蕾をつけたのだ。花がある限り、親友は生きている。流香も医の仙の仕者たちも希望を持った。だから、絶対に雪留和信の花がこのどこかにあると流香は信じていた。

　山に近いハウスに流香が入ると、一番奥に誰かがいた。

「雪留さん！」

「あー、流香くん。どうしたの？」

　診療所の医師、春見が顔を上げた。

「先生でしたか」

「なにその残念そうな顔」

「どうしてここに？」

「ああ、以前、雪留さんに頼まれててね。まさか本当に彼がいなくなっちゃうなんて思わなかったけど」

「どういうことですか」

「ん？　ああ、ほら、これ。あんな雨でもこれだけは守らなくちゃって、僕が避難させてた。雨の中、ここに来るの大変だったんだから」

　そう言って春見は鉢を指した。

「これ……」

　見開いた流香の眼が煌めいた。

「かわいくて綺麗だよねえ」

　球形の菊、ピンポンマムが首をしっかり伸ばしていた。

「これ……これ……」

「和信くんの花だ。雪留のおじいさんが彼のために作った花」

「巴先生！　大丈夫ですか」

　まだ足元のおぼつかない巴を春見が支えた。

「ええ、そう言ってましたよ。大事な花だから、何か異常があって雪留さんがここに居ないときには頼むって」

「春見先生！　ありがとうございます！」

　流香がボロボロと涙をこぼした。日頃クールな彼女の珍しい姿に、春見が困った顔で巴を見たら、巴も涙を浮かべて春見の肩に「ありがとう」と手を掛けた。

「幾何、これも花の郷に持って行くか？」

「いや、ここにあることに意味がある。和信はここに帰ってくる」

　幾何の言葉に、流香が肯いた。

　現実に戻ってきた巴がハウスを見渡した。

「役所関係のややこしいことは僕がやる。ハウスは使い物にならないだろうから、片付けて、母屋は和信くんがいつ帰ってきてもいいようにしよう」

「普段の管理は私にさせてください」

　流香が申し出た。希望を持つこと。それが未来に繋がると彼らは信じた。







　室はしばらく荒れていたが、ひたすら真摯に土を練る生活に戻り、雪留をイメージした作品に取り組み始めた。

　巴が研究所に戻ってしばらく経ったときのこと。学会で隣県へ出張した際、ふと花屋の前で足を止めた。

「巴先生？　花、買うんですか？」

　学会に一緒に出席していた宇野が聞いた。さすがに学会には幾何は着いては来られない。

「うん、ちょっと。宇野くんは先に行ってて」

「僕も見ます！」

　雪留の花と同じピンポンマムがガラスケースの中にたっぷりと活けられていた。店の中から花の配送ドライバーが出てきて、カウンタで書類に何か記載していた。彼からふと雪留の気配がして巴は動けなかった。

「雨が降りそうねえ。またゲリラ豪雨かしら」

　花屋の店員が外を伺った。

「いやー、ゲリラ豪雨はもうこりごりっすよ」

「ああ、杏峠で大変だったって言ってたわねえ」

「っすよー。あの時、俺が通った道が土砂崩れで、もう少しで巻き込まれるところだったんすから」

「ラッキーだったわねえ」

「いやいや、不思議な話なんっすけど、このお茶に助けられたんすよ。だからこれ、お守りで持ってるんっす」

　ドライバーは腰につけたバッグのマグポットを指した。

「ああ、すごいイケメンがトラック誘導してくれたってヤツ？　なんかハーブティーに幻覚成分でも入ってたんじゃないのぉ？　素人の作ったハーブティーでしょ」

「違いますって！　マジな話、あんな土砂降りのなか、人が居たのもすげーんっすけど。その辺のモデルよりイケメンで、さくさく安全なところに誘導してくれて。俺、惚れてもいいって思ったっす」

　巴は花を選ぶふりで聞き耳を立てていた。

「お礼言ったら、そのお茶を一口くれって。それだけでいいって。だから、このお茶を渡したら、本当に一口だけ飲んで、じゃあ、って」

「えー、やっぱり幻覚じゃないのぉ？」

「違いますって。やっぱ誰も信じてくれないなあ。だって、そのイケメン、マグ指してお茶って…………あ、違う。……あの人、雪留のお茶って言ったんだ……」

　ドライバーが呆然と呟くように言った。

「これくれた人、ハウスの人で雪留さんって言うんっす。そうだ。あのとき、確かに雪留のお茶って……！」

　ここまで聞いて、巴は仕者の誰かだと思った。雪留の花は数々の仙の仕者が好んでいた。彼ならドライバーにお茶を渡すときに、安全を願っただろう。仕者たちの誰かがそれを叶えたのだと悟った。

「巴先生？　どれ買うか決まりました？」

「あ、ああ、うん」

「お決まりですかぁ？　どれにしましょう！」

　店員が明るい声で聞いた。

「このピンポンマムを十本ほど」

「あらー、ピンポンマムって名前よくご存じでしたねえ」

　ニコニコと愛想良く言って、店員はガラスケースを開けた。

　ドライバーは軽く会釈して出て行った。雪留の気配が少し残っていた。
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